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ヘッドセットのオーディオテストUSB  

 
 

by Joe Begin

はじめに 

 
 

 オーディオアナライザの,APx500ではTechNoteこの

ヘッドセット,USBオープンループテスト機能を使って

今回ファイル名.の性能手巣を行う方法を説明します  
“USB Headset.approjx .を提供致します”  

注意: 今回の 
ヘッドセットマイクと,を使って)対数掃引正弦波(チャープ

 Technot やプロジェクトファイルはe

 
 

 
.イヤホンの周波数応答の測定方法を具体的に説明致します  

要素

でも様々なオーディオ品質APxオープンループ測定技術は

,相互変調歪み,ノイズ,レベル,ゲイン,高調波歪み(
チャネル間 )スピーチ品質等,位相 .の測定に利用できます 

                                           

.周波数応答を測定する方法にも利用できます,さらに

伝達関数,マルチトーン分析,従来のチャープ測定,これには

.測定等も含まれます  
 

 

 

 

クローズループとオープンループ測定 

アナライザのジェネレーターはクリーン基準信号を

DUTに渡し基準信号と比較してDUT生成しそれを

を通過DUT信号が即座に.出力信号を分析します

.オープンループテストを行ういます,できない場合  
 
 

 
 オーディオ,クローズループオーディオテストでは

メディアプレーヤーのテストでは測定用の,例えば

メディア( で再生,DUTの作成が必要となり)ファイル

また.した出力信号を分析できるように致します

,出力信号はアナライザーでの分析の為.DUT
逆の考え方に

なります

,オーディオレコーダーの場合には

.録音されたファイルを転送する必要があります

通常クローズループテストはオープンループテスト

.使われるケースが多いです,より

ヘッドセットをクローズループ構成で測定できるUSB
主として,例えば.不便さを感じることもあります,一方

.電話等の通信用に利用致しますVoIP  
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

のヘッドセットマイクから信号が,DUTでは電話VoIP
ネットワークを介して通話相手のイヤーピースや

 

のイヤホンの信号はDUT同様に.イヤホンに送信します
接続している発信者の電話のマイクロホンから発信

この構成で.ネットワークを介して送信します,され
電話の実装を,VoIPヘッドセットをテストするには

ネットワークの複雑さと潜在的,参照する必要があり
.な信号劣化も考慮する必要があります  

 
 
 
 

 
 

 

 

  
 
  
 
 
 

オープンループ構成,ヘッドセットのテストにはUSB
,イヤホンをテストする為に.で行うのは適しています

 

のアプリケーションソフトからリファレンス音源PC
ヘッドセットマイクロホンのテスト.に再生しますDUTを

は録音アプリケーションで記録した信号を,PCの為に

ソフトウエア.APxアナライザソフトウエアで分析します

は,このようなオープンループテストを簡略化する機能を

.持ち合わせています  
 

 
 

 
 
 

 

U ヘッドセットオーディオパスSB  
 US .つのオーディオ経路があります2ヘッドセットにはB

PC経由で,USB信号処理を行う為,デジタル化され

.に送信します 
 
 送信経路ヘッドセットマイクからの音響信号が:

 

2. 経由USBのデジタルオーディオ信号はPC 受信経路:
,アナログに変換後,でヘットセットに送信され

イヤホントランスデューサーによって音響信号に

.変換されます  
 

 
 

特殊な,どちらの経路にも音響信号が含まれるため

.音響用アクセサリーがを使う必要があります  
 

ヘットセットマイクロホンテスト 
マイクロホンテスト( から)まず複雑な方の送信経路

.説明致します  
 

1. 
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アコースティックアクセサリー 
ヘッドセットマイクロホンテストには以下の

.アコースティックアクセサリーが必要です 
 

 

• 
,

スピーチの測定に不可欠な周波数範囲(100Hzから
8kHz)において 適度にフラットなスピーカー 

 

 
 

(typically 100 Hz to 8 kHz). 

• スピーカーを駆動するパワーアンプ 
 パワースピーカーを使用の場合は不要(  )

• スピーカー出力を校正する為の最適な電源を備えた
測定マイク 

 

• 測定マイクを校正する為のキャリブレーター 

ヘッドセットマイクのテスト用のスピーカーは目的に   
人が装着したときのヘッドセット.よって使い分けます

口の形をした,マイクの性能を正確に特性を図るには

を(HATS)シミュレーターと頭と胴体のシミュレーター

図.( はマイクロホンを1)HATS仕様する必要があります

.装着した環境の音場を正確に測定するために必要です

 
 

 
 

 
 

  

図 1. 左 : を装着したHATSマウスシミュレーターを搭載した 
ヘッドホンのイメージ 

 

右: のマウス測定ポイントにセットした測定マイクの図HATS  

テストの目的がヘッドマイクの感度を測定やその周波数

.単純なテスト構成で出来ます,応答を決める事であれば

.はこのテックノートの中で測定する環境の写真です2図

ヘッド,これは補聴器測定用の小さな暗室になっており

セットのイヤホン ヘッドセットを分離,とマイクを設置し

マイク,DUT写真の通り.できるような設計になっています

はリファレンスマイクとスピーカーの前の同じテスト
ポイント（青い円） .の位置に設置致します  

 

 
 

 
 

 
 

ヘッドセットマイクロホンテスト概要 

.応答テストを行います  
 高いレベルで以下の手順でDU マイクロホンの周波数T

• 
.ホンをテストポイントに設置します  

 マイクロ,DUTリファレンスマイクロホンを校正して

• テストポイントにおけるスピーカーの音響出力を

クローズ,周波数応答がフラットになるように,校正し

スピーカーを,曲線を使ってEQドループ測定から得られた

.フラット特性に致します  
 

 
 

  

• マイクロホンからの,DUTチャープ信号を使って

信号を ファイル 
 

wav .として録音作成致します   

• ソフトウエアのオープンループチャープ機能をPxA
.ファイルを分析します,wav使って  

 

 
 

パスカル.1アコースティックレスポンス測定を使います

.のテストレベルを選択します94dBSPLであるrms  
 

 今回は.次のセクションで説明します,手順に関しては

におけるdBレベル応答はマクロホンの感度に対するRMS
周波数(FS/Pa を表示致します) .

 

2.図
 マイクの設置図

テスト暗室のヘッドセットマイクロホンとリファレンス 
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,Techをフラットに調整する方法はEQスピーカーと

Leveledの127
Tech

.OutputがありますEQ種類の2には

,Measurement全ての信号に利用でき

マルチトーン測定,チャープ,ステップ正弦波( に)の測定

したものEQは音響テスト暗室箱用に3図.利用できます

これらの.種類の応答の比較を表しています2なしの,EQと

なしEQ結果から得られた測定結果の平坦度からの偏差は

,Outputと比べ

.です±0.28,±0.08dB  
 ,±2.83,はそれぞれEQ MeasurementとEQ 

 
 

 
 
 は正弦波ベースEQ 

 はシグナルパスのEQ 
 ソフトウエア,APxで述べております通りNote127 
 .の項で説明しておりますOutput Acoustic 

 Note 

 
図 Signal 3.

なしでのテストポイントの相対レベルEQ暗室箱  
 音響テストEQ, MeasurementとEQ Output Path 

マイクロホンの詳細なテスト手順 
ヘッドホンマイクロホンのテスト手順を,ここでは

必要に応じて.ステップバイステップで説明致します

プロジェクトファイルAPx付属の.テストができます

.操作は簡単です,は自動化されているので  
 
 

 

1. ,Micに設定しAcousticアナライザの入力モードを

マイクロホン校正ダイア,ボタンをクリックし/dBSL
4図.( リファレンスマイクロホン)ログを呼び出します

(SPL を)のパスカルと音圧レベル,dBSLを校正して

.測定します  
 

 
 
 Cal 

 
マイクロホン校正ダイアログ 図4.  

2. マイクロホンDUTリファレンスマイクロホンと 
音響テスト暗室箱を,をテストポイントに配置し

.閉じます  
 

 

3. 次のステップでは,ジェネレーターを調整し,
目標のSPLを達成するために音響出力レベルを基準
周波数で校正します.基準周波数(1kHzなど)と
ターゲットSPL(94dBSLなど)を選択します.次に
測定プロセスで利用するStart
次のように設定します.Verify
基準周波数を設定し,最初にジェネレーターのレベルを
スピーカーに負荷をかけない値を設定します.
ジェネレーターをオンにして,RMSレベルの値を確認
しながら,リファレンスマイクロホンのSPLがターゲット
SPLを超えるまでレベルを徐々に上げて行きます.
この時点でのジェネレーターレベルは最適なStop
として利用できます.SPLがターゲットを下回る任意の
ジェネレーターレベルをStart  Valueとして利用できます 

 
 Value 

 
 

 
 

 
 Connectionsパネルで 
 Valueを ValueとStop 

 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. アナライザのoutputモードをAcousticに設定し,
Acoustic
基準周波数での出力レベルを校正します. 

 Levelの設定機能(図5)使って, Output 
 

 
Set 図5.  ダイアログLevel Iutput Acoustic 

5. テストポイントでスピーカー応答のレベルを 
,周波数応答をを測定し,曲線を決めるにはEQ必要とする

Relative
必要に応じて,.あります

Acoustic
音をウインドウから除外する

,relative良い結果を得られる様:注意

のアコースティック出力の設定手順で指定する3を手順

など(1kHz .にします)基準周波数  
 

 結果の基準周波数level 
 .測定を利用しますResponse

反射

 
 

 応答をファイルにエクスポートする必要がLevel 
 

 

reletiveでエクスポートした5手順6.
Signal

.させて利用します  
 反転,にインポートしEQ OutputのSetup Path 
 の結果をlevel 

7. のアコースティックアウトプット校正を繰り4手順

.校正結果を求めていきます,カーブの精度を上げ,EQ返し  
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8. を使ってスピーカー校正が,EQ周波数応答を測定し

SPLターゲット.平坦になっていることを確認します

リファレンスマイクロホンの応答は,の場合94dBが

.でフラットラインとなります94dBSL  
 
 

 

9. Signal
File(Digitalそこから.メニューを利用します

,マイクロホンを測定する,DUTこれで.変更します

アコースティックアウトプット調整がなされた

Signal  .を作成できますPath 
 
 

 にUnits) 
 右クリックの,のコピーを作成するにはPath 

 

10. Signal新しい 
Acousticホンテスト用の

図( 6) 
 .測定となりますResponse 

 はオープンループマイクロPath 

11. サウンドWindowsのコントロールパネルからPC 
タブを.Recording環境設定ダイアグラムを開きます

,Defaultマイクロホンをクリック,DUT選択し

図( 7).設定します  
 にDevice 

 
 

12. ボタンをクリックしてマイクロホンProperties 
タブでマイクロ.Levelダイアログを開きますProperties

図.( タブをクリック8)Advancedホンの音量を調整します

.レコーディングフォーマットの初期値を確認ください,し

.が表示されています,16bit/44.1kHzの例では7図

,マイクロホンの周波数応答に影響を与える可能性がある

.ノイズリダクション等のエフェクトは無効にして下さい

とサウンド環境設定ダイアログをPropeertiesマイクロホン

.閉じます  
 

 
 

 
 

 
 

 

13. ,DUTファイルを開き,wavで説明したように11手順 
マイクロホンで利用されたビット深度とサンプルレート

オープンループ.ファイルを録音する準備をしますwavで

秒長いファイル2-3のチャープ信号の持続時間の合計より

.(Pilotが必要になります

Sweep+Sweep) 
 Silence+Pre- Tone+Pose-Pilot 

 
 
 

 

14. ,録音用のアプリケーションで録音をスタートし 
AcousticのAPx

,チャープ信号全体が取得するには.クリックします

.録音の長さを長くする必要があります  
 

 をGenerateからmeasurement Response 
 

15. Acoustic 
Fileセクションから

.ファイルを読み込みますwav録音した  
 分析するために,を使用しcontrol list 

 Analyzerのmeasurement Response 

16. ファイルをwavをクリックし録音したAnalyzer 
.分析します  

 

 
,Acousticオープンループ 図6.

設定例 
 measurement Response 
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図 7. Windows 1 サウンド環境設定ダイアログ0  

 
 図8.  マイクロホンPropertie ダイアログのレベルタブs

 
 図9.  マイクロホンPropertie ダイアログのアドバンスドタブs

注意( : この装置は .設定が利用できません エフェクト“ ”  )

は.DUTレベル応答測定を見てくださいRMAの

グラフの曲線は感度対周波数,の影響もあり94dBSPL
このヘッドセットマイクロ.で表示されています(FS/PA)

時で1kHz .です-11.8dB(FS/Pa)ホンの感度は  
 

 
 図10

  

 
94dBSPLオープンループアコースティック応答 図10.

マイクロホンの周波数特性DUT時での(1Pa)  
 

マイクロホンテスト用のプロジェクトファイル 
ヘッドセット,ヘッドセットプロジェクトファイルにはUSB

Headsetマイクロホンテストを自動化する

ファイルの録音と再生を自動化.wavシーケンスがあります

サードパーティー製編集ソフトWindowsというGoldwaveする

コマンド,を使用する理由は.Goldwaveウエアを使用します

,つまり.ラインインターフェースを備えているからです

APx
ファイルをシーケンサーから,wavこれにより.事ができます

.再生することができます,に自動的にあ録音PC  
 
 シーケンスステップから呼び出すProgram External Run 

 
 

 
 
 という名前のMic 
 

プロジェクトファイル内でチェックした,のシーケンスはPxA
選択したシーケンスが実行されると.アイテムの集合体です

Signalチェックした全ての

sequence結果は,行われ

Signalつの3シーケンスでは  .を使用しますPath 
 Mic .Headsetに記録されますreport 

 シーケンスステップの測定がPath, 
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ヘッドホンマイクロホンシーケンスの第一の 図11.  signal path  

Signal第一の

テストポイント,リファレンスマイクロホンを校正し

.でのスピーカーの周波数応答を測定する際に利用します

.自動化の方法は以下の通りです  
 

 
 Response" 図( ,は11)Path"SP1:Cal+Mouth 

• テストポイントに,マイクロホンを校正し

,Signalリファレンスマイクロホンを配置し

Path  のプロンプトSetup 
 

 

• Auto
Measurement

,スピーカーを校正する出力調整は.確認できます

マイクロホンを校正するテストポイントに配置

:Measurement注意.された後に実行します

.のノードをクリックしたらアクセスできます  
 にはシーケンサーで同じ名前Settings Sequence

 
 
 

 パネルでSettings Sequence 
 のSetup Path ,SignalはLevel Generator Set 

• Acoustice という名のシーケンスEQ)
Acousticフォルダ内へ,ステップでは

相対レベル結果のプロジェクトファイルに

.書き出します  
 

 のResponse 
 Response(no 

 Path 番目のSignal2 “SP2: EQ Mouth” は,スピーカーの 
テストポイントでのEQに利用します.このSignal
の自動化は以下の通りです. 

 Path 

 

 

• Signal
は,最初のSignal
して構成します.(図12)これにより,マイクロホン
校正とアコースティック出力の感度が,正しく設定
されます. 

 
 
 Pathからリファレンスをコピー 

 Settings Sequence Measurement  のSetupPath 

 
S 図12. ignal path SP2: EQ Mout の設定が画面h  

• Signal 曲線にシーケンスEQ
図( のデータをインポートして利用13)ステップ

Signal最初の.します

それを反転させて,相対レベル応答を読み込み

.スピーカー出力の平坦化を行います,として適用しEA出力  
 

 でエクスポートされたPath 
 
 では出力Setup Path 

 

 
 図13 S. ignal path SP2: EQ Mout 曲線の読み込みEQ項ryの出h  

• Measurement
チェックボックスもチェックし出力調整を再度Level

感度の再測定を必要とを適用後の出力.EQ行います

.するケースがあるためです  
 

 
 Set 図Settings( Autoの12) Sequence 

 番目の3 signal path  “SP3: Headset Mi マイクロDUTはc”
Signalこの.ホン測定を行います

File(Digital入力コネクタが,出力の構成から

Signalつ目の2この応答結果は.されています

音響応答測定.曲線のコピーですEQいんぽーとされた出力

次のシーケンスステップが自動化の追加項目に,には

.含まれます  
 

 
 からPath 

 に設定Units) 
 はアコースティックPath 
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•  GoldWa を起動するプログラム手順ve

• 遅延 

• ファイルを録音する為のプログラムwavでGoldwave
図( は閉じる際にファイルを自動

.的に保存するように設定する必要があります

:Goldwave注意14)手順

 
 

 

• -new: 
.を作成します サンプルレートは 

 “HeadsetRecord.wa という新しいファイルv”
 44.1 k ,Hz

 
 

 .秒です3チャンネルで1

• -record: .ファイルに録音します  

• -close: .を閉じますGoldwave終了後   

•  Working Folde プロジェクトファイルにあるAPxはr
.フォルダ内に保存されます  

 

•  Generate ste 次の,秒の遅延の後,1が確認されp
Analyze  .に移りますStep 

 

 
 図14.

プログラムの実行設定画面 
 GoldWav ファイルを録音する際の外部wavのe

FileセクションのAnalyzer測定画面の:注意

の録音ファイルへのパスが分析,Goldwaveロールでは

.ファイルとして設定されます  
 

 コントlist 

で,APx自動保存したら,をインストールしGoldwave
,ヘッドセットマイクロホンシーケンスを実行し

ヘッドセットマイクロホンの周波数,プロンプトに従って

.応答を測定するに必要な手順を自動的に行います  
 

 
 

 

ヘッドセットイヤホンテスト 
 Receive path イヤホンテスト(  .について説明します)

アコースティックアクセサリー 
ヘッドセットイヤホンテストに必要なアコースティック

イヤーシミュレーターを備えたテスト,アクセサリーは

イヤーシミュレーターは小さな.フィクスチャです

標準的な人間の耳と同等の音響インピーダンス,カプラで

.音圧型マイクロホンです,を持つように設計されている

イヤホンからの音圧レベルを測定する手段を提供する

テスト中にイヤホンにロードされることも,だけでなく

.対応しています  
 

 
 

 
 

 
 

 
カナル型( イヤーシミュ

外耳道をシミュレートするアダプターと,レーターは

,のイヤホンの場合)挿入タイプ

1図.( 外耳(耳介と5)一緒に利用することができます

の上や耳の上に装着するオーバーイヤー型の)呼ばれる

ヘッドホン( 実際の耳介を備えたテスト,の場合)イヤホン

図ヘッドホンテストフィクスチャAECM206 ( に

代わるコストパフォーマンス

,HATSは16)

模型( のオプションはイヤー１つ.が必要です)フィクスチャ

このフィクス.の良いものです

,チャには耳介を備えたイヤーシミュレーターがあり

.と同等の性能がありますHATSヘッドホンテストに関しては  
 

 
 

.を利用することです1)図HATS(シミュレーターを備えた  
 

 
 

 
 
 

 

 図15. AECM30 閉塞型イヤーシミュレーター4  
ヘッドホンテストに役立つ別のアコースティックアクセ

図.( 17)サウンドレベルキャリブレーターです,サリーは

各イヤーシミュレーターマイクロホンの感度を正確に

,このアプリケーションでは.設定するために利用します

高い周波数でのカプラーの空洞共振の影響を受ける

で動作するキャリブレーター250Hzよりも1kHz一般的な,ので

各イヤーシミュレーターはマイク電源が,また.が推奨されます

.必要です  
 

 
 

 
 
 

 



 

 8 TN142 | Testing USB Headsets 

 

 
 

 

 図16.  AECM20 ヘッドホンテストフィクスチャ6

 
イヤーシミュレーターマイクロホンを校正する 図17.

 
 CAL25

サウンドレベルキャリブレータ
0

 

 ヘッドセットイヤホンテスト手順

ヘッドセットイヤホンのテストをステップバイステップ

.必要に応じてテストを作成できます.で説明します

プロジェクトファイルを使いAPx付属の,ただし

.自動化することを推奨いたします  
 

 
 

1. オープンループアコースティック測定の構成 
Output
Analog  有効mode: Input Acoustic 

 Connector= Input Connector=None(External) 
 

2. 左右のイヤーシミュレーターを校正 

3. オープンループアコースティックレスポンス 
 

 
図構成で測定( 18)

 
 図18.

アコースティックレスポンス測定 
 US ヘッドセットプロジェクトファイルを使ったB
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 図 .の設定は以下の通りです18

• .USBで設定44.1kHzサンプルレートは

ヘッドセットデバイスが再生で使用する

.サンプルレートになっています  
 

 

 

•  ,のパイロットトーンで,1kHz測定は 40 Hz
から

 
 20 kH .スイープを行っておりますz   

• スイープとパイロットトーンのレベルは
.です-6dBFS  

 
 

•  パイロットトーン時間は500 m
プロセス,これは

.ですs
が自動化されているときに

部分的に時刻を .同期できるようにする為です  
 

 

• 
 

 スイープ時間は 秒でパイロット後の2
停止時間は100 m .に設定していますs  

•  トリガーレベルのしきい値は100 mPa
.で設定しています  

 

• Frequency
のDUTソフトウエアは,APxその結果.います

測定した,サンプルレートを自動的に修正し

サンプルレートを反映した波形を再生成

.します  
 

 
 

 は有効になってCorrection 

 

4. アコースティック特性の,ファイルを作成しwav 
,クリックすると:Generate注意.に保存しますPC結果を

.ダイアログが開きます  
 

 

5. .サウンドプロパティを調整します Windows   
,サウンド環境設定のプロパティを開きWindows

が選択されていることをDUTタブでPlayback
.確認致します  

 
 

6.  オーディオ再生ソフトでwav fi .読み込みますle  

7. .アコースティック応答解析を開始します  
8. 応答を解析,DUTファイルを再生しwavからPC

アナライザがシグナルをトリガーに.します

解析は,パイロットトーンを検出すると,して

.完了します  
 

 
 

ヘッドセットプロジェクトファイルの結果USBは19図

同じ条件で,テストの再現性を確認する為.になります

は測定値の左右を20図.回の測定を行っております3
.トレースした比較結果です

回を抽出1回の測定から(3 ) 
 

 
 
 

 
アコースティック応答を使ったヘッドセットイヤホンの 図19.

周波数応答結果
 

再配置施行はなし 回実施3( ,  )

 
左右チャンネルの比較結果を利用した 図20.

左右トラッキング応答 
 

デバイスとテスト,ヘッドセットイヤホンをテストする場合

フィクスチャのフィット具合で周波数応答に大きな影響を

毎回ヘッドセットを,一般的には.与える可能性があります

.数回測定することです,テストフィクスチャに設置しなおし

は各チャンネル.AP回繰り返した結果です5は上記測定を21図

.の測定結果をトレースし平均値を算出致します  
 

 
 

 
 

  
 

イヤホンテストの,アコースティック応答測定では

,Level例えば.いくつかの項目結果を得られます

図( (全高調波歪み, THD),基本信号,は22)の結果Distortion
.つのグラフに表示します1時高調波の周波数応答を3次及び2

Rubまた

PeakとFactor

 

Rub
.できます  

 はトランスデューサーの欠陥を検出することがBuzz and 
 ,で知られる測定水準が表示されRatio 

 Crest Buss and   図(resultBuzz ,Rubの表示は24) and 
 

 
 and 
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回測定した左右のイヤホン応答5配置を施した 図21.  

 
Level 図22.

次高調波と全高調波歪み,3次高調波2  
 ,基準音.の周波数特性結果Distortion and 

 
Distortion 図23.

 高調波の周波数を比較 
 次2両耳イヤホンの.の結果Ratio Product 

 
Rub 図24.

Rub  を周波数で比較表示Ratio PeakとFactor Crest Buzz and 
 .のアコースティック特性結果Buzz and 

プロジェクトファイルを使ったイヤホンテスト 

 
 ヘッドセットプロジェクトファイルのUSB “Headset

Earphones” という名のシーケンスから  “SP4: Headset 
Earphone Signalというs”

.セットイヤホンの周波数応答テストを自動化します

APxを呼び出すGoldwaveここでも

リファレンス音源(
として .再生します)

ファイル,wavこの場合.自動化します

 
 

 シーケンスステップを利用してプロセスをProgram
 External Run 

 
 ヘッド.を実行しますPath 

 
イヤーシミュレーターキャリブレータプロンプト 図25.  

ヘッドセットイヤホンシーケンスを含む自動化の

.方法は以下の通りです  
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• 
 設定のプロンプトシーケンスステップPath 

 
図

,左右のイヤーシミュレーターを校正するため

Signal ( 25)

• テストフィクスチャにヘッドセットを配置及び

再配置する為のプロンプトシーケンスステップ 
 

• ,ファイルに保存するためwavジェネレーター波形を 
図アコースティック応答測定のシーケンスステップ(

.保存します  
 

 

 
 
26)

の,APxこのステップでは ProjectDi
ファイルをプロジェクトファイルのあるフォルダに

,wavを利用してr

• 
再生するシーケンスステップ 

 GoldWav からジェネレーター波形をPCを使ってe
図(

因数-close (Argument)ステップには,-play終わった後

.を閉じます,Goldwaveがあり  
 

 27 各測定が).

• 測定を書き出すためのシーケンスステップ 

 
 図26.  Acoustic Respon ファイルにwavジェネレーター波形をse

保存するシーケンスステップ 
 

 
 図27.

ファイルを再生するシーケンスステップ 
 GoldWa wavを使ってアコースティック応答を含むve

Headset
プロジェクトファイルで,シーケンスを実行して

.イヤホン測定を自動的に実行します  
 

 ,シーケンスを選択しEarphones 
 GoldWav ナビゲーターで,APxをインストールするとe

 ヘッドセットのオーディオテストについてのUSB以上で
Techこの.説明は終わりです
これらの測定テクニックは,重点を置いていますが

オーディオデバイスの多くのオーディオ品質測定にUSB
.利用できます  

 
 

 では周波数応答測定にNote 
 

 
 

参考 
 今回使用したGoldWav はe goldwave.co から入手m

APxこれは.できます

ファイルの再生と録音を可能にwavステップからの

するコマンドラインインターフェースなど多くの便利な

.機能があります  
 

 
 シーケンスProgram External Run 
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